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将来の生活者市場へのアプローチを考える上で、避けて通れないのは、少子高齢化傾向
の人口動態です。
ただし、予測を考える際に考えるべきなのは、生物学的に高齢となった生活者が多くな

るということだけでないはずです。今の高齢者は昔の世代より健康年齢が上がっており、
肉体のみならず、考え方も若々しい高齢者が増えています。
一方、生活者の意識や行動パターンは、バブル時代や就職氷河期時代、ITバブル、リーマ
ンショック、東日本大震災といった、その時代の出来事や“雰囲気”からも大きな影響を受
けていると考えられます。

今後の生活者市場を捉えるにあたり、生物学的に加齢していく人口動態だけでなく、生活
者の意識や行動に影響する要素をどう加味するかによって、現実に近い将来像を得られる
かどうかが左右されると考えられます。
将来の生活者市場の動向を推計するには、それに先立つ人々の意識や行動の変化を年齢

別、時代ごとに集計可能な長期時系列データを分析し、そこから予測を行うのが有用です。
長期時系列データを構造的に分析する手法として年齢・時代・コーホート分析（Age-

period-cohort Analysis）があります。年齢・時代・コーホート分析は観測されたデータ
の変動を「年齢：Ageによる影響（年齢効果）」「時代：Periodによる影響（時代効
果）」「コーホート：Cohort（出生時や幼児期などの人生の重要な時期にある共通の（社
会）体験をした人々に属することによる影響（コーホート効果）」の3要因に分解し、その
結果を用いて、今後の生活者市場がどのように変化するかを検討する分析が、行われてお
ります。しかし、この分析では、分析者が様々な手法の中から適切なものを選ぶ必要があ
り容易なアプローチではありません。

今回ご紹介する「年齢・体験効果分析モデル」は、生活者の意識や行動パターンは、出
生時や幼児期など一時期の体験だけでなく，人生の様々な時期の体験の蓄積によって決ま
るというアイディアに基づいた統計モデルです。このモデルを使用することにより、生活
者の意識や行動パターン（例えば、ある食べ物に対する嗜好）が「どの時代の出来事に影
響されたか」「その出来事は何歳から何歳の年齢層に影響したか」そして「その影響は何
年持続するのか」を推定することができ、従来の「年齢・時代・コーホート分析」と比べ、
より予測に向いている分析モデルです。
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「年齢・体験効果分析」による将来市場推計(1)

将来市場の推計を行う際の人口動態に体験効果を加味し、
市場規模を推計する。

従来、年齢・時代別に観測された生活者の意識や行動に関するデータの変動を分析する手法
として以下に示す年齢・時代・コーホート分析があります。

年齢・時代・コーホート分析は生活者の意識や行動に関するデータの変動を「年齢：Ageに
よる影響（年齢効果）」「時代：Periodによる影響（時代効果）」「コーホート：Cohort
（出生時や幼児期などの人生の重要な時期にある共通の（社会）体験をした人々に属するこ
とによる影響（コーホート効果）」の3要因に分解し、今後どのように生活者市場が変化す
るかを検討します。しかし、この手法では、モデルに含まれる年齢・時代・コーホートの3
つの効果の間に線形従属関係（識別問題）があり容易に推定することができません．
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「年齢・体験効果分析」による将来市場推計(2)

年齢・体験効果分析モデル
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一方、以下に示す「年齢・体験効果分析」は、生活者の意識や行動に関するデータの変
動を、出生時や幼児期など一時期の体験だけでなく「人生の様々な時期の体験の蓄積によ
る影響」と「年齢による影響」の２要因に分解します（Hanayama, 2004）。そしてこの
モデルを使用することにより、生活者の意識や行動パターン（例えば、ある食べ物に対す
る嗜好）が「どの時代の出来事に影響されたか」「その出来事は何歳から何歳の年齢層に
影響したか」そして「その影響は何年持続するのか」を推定することができます
（Hanayama, 2015）． さらに、年齢・体験効果分析では、算出される２要因の推定値
を直線回帰分析することにより、将来の市場規模を予測しようとします。
このモデルは、 Hanayama（2007, 2008）のモデルを汎用性を重視して拡張したもの

であり、有用性に富んだ分析モデルと言えます。

参考文献
Hanayama, N. (2004). Age-environment model for breast cancer. Environmetrics Vol. 15: 219-232.
Hanayama, N. (2015). Effective-experience model for analyzing data given by age and period for food/dish preference. 

The proceeding of the 2015 Joint Statistical Meetings, August 8-13, Seattle, US.
Hanayama, N. (2007). An extended age period cohort model for analyzing (age, period)-tabulated data. Statistics in 

Medicine. Statistics in Medicine Vol. 26, Issue 18 : 3459-3475.
Hanayama, N. (2008). Age Period Cumulative Environment Model for Analyzing (Age, period)- tabulated Data on Breast 

Cancer Deaths. Communications in Statistics - Theory and Methods Vol. 37: 1770-1782.

Experience Effect

Period Effect (Birth) Cohort Effect

●体験の影響を受ける最低年齢、最高年齢
●体験効果の持続年数
●体験効果が無かった（平均的な環境）場合の年齢に伴う変化
●対応する時代区分を経験することによる影響

年齢・体験効果モデル 使用データ

総合嗜好_好きなブランド_クリスチャン・ディオール 2016/10/05 11:11:17

MAIC(2) 3

総平均 MAIC(3) 4

推定値 +2σ -2σ (A) 年齢階級幅 5 歳 (1) 体験の影響を受ける最低年齢階級は「5-9」歳 MAIC(4) 0

総平均 -2.74 -2.39 -3.09 (B) 影響を受ける最低年齢 5 歳 (2) 体験の影響を受ける最高年齢階級は「55-59」歳 Age 9

(C) 表での最低年齢階級の年齢 15 歳 (3) 体験の効果は「30-34年」持続する Exp 5

年齢効果 体験効果 調査人数 1 2 3 4 5 6 該当人数 1 2 3 4 5 6

年齢
年齢効果

の推定値
+2σ -2σ 時代

体験効果の推

定値
+2σ -2σ Y1995 Y2000 Y2005 Y2010 Y2015 Y1995 Y2000 Y2005 Y2010 Y2015

1 15-19 -0.21 0.09 -0.52 1 Y1965 -0.08 0.31 -0.47 1 15-19 173 150 127 111 128 1 15-19 27 8 24 1 1

2 20-24 -0.28 0.00 -0.55 2 Y1970 0.82 1.21 0.42 2 20-24 181 178 176 171 187 2 20-24 21 9 25 10 7

3 25-29 0.20 0.44 -0.03 3 Y1975 -0.40 -0.05 -0.76 3 25-29 176 190 177 146 123 3 25-29 17 15 24 25 11

4 30-34 -0.28 -0.01 -0.56 4 Y1980 -0.05 0.28 -0.38 4 30-34 159 165 166 143 174 4 30-34 21 8 19 7 8

5 35-39 -0.21 0.04 -0.45 5 Y1985 -0.41 -0.04 -0.78 5 35-39 152 160 185 249 227 5 35-39 22 13 14 10 13

6 40-44 0.00 0.24 -0.23 6 Y1990 -0.04 0.38 -0.47 6 40-44 177 173 168 176 191 6 40-44 34 22 15 8 6

7 45-49 0.02 0.27 -0.23 7 Y1995 1.39 2.11 0.66 7 45-49 163 141 123 156 174 7 45-49 34 16 8 10 6

8 50-54 0.29 0.51 0.06 8 Y2000 -0.71 -0.39 -1.04 8 50-54 159 149 170 161 152 8 50-54 34 22 20 15 7

9 55-59 0.46 0.68 0.24 9 Y2005 0.67 1.01 0.33 9 55-59 132 166 173 160 129 9 55-59 30 22 28 17 11

10 Y2010 -0.79 -0.47 -1.11 10 10

11 Y2015 -0.39 -0.03 -0.74 11 11
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体験効果の推定値

●対応する時代区分を経験することによる影響

●体験効果が無かった（平均的な環境）場合の年齢に伴う変化

●体験の影響を受ける最低年齢、最高年齢

●体験効果の持続年数

年齢・体験効果分析モデル出力



食生活の態度_魚料理より肉料理が好き

市場ボリューム（千人） 国調人口推移（千人） 予測結果(反応値)

1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 Y1995 Y2000 Y2005 Y2010 Y2015 Y2020 Y2025 Y2030 Y2035

100 15-19歳 5492 4931 4066 3586 3300 3293 3152 3164 2818 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 15-19歳 8567 7502 6592 6093 5933 5578 5251 4945 4333 15-19 64.1 65.7 61.7 58.8 55.6 59.0 60.0 64.0 65.0

200 20-24歳 5151 4912 4250 3692 3318 3201 3113 3010 3060 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 20-24歳 9906 8439 7382 6524 6123 6014 5664 5342 5034 20-24 52.0 58.2 57.6 56.6 54.2 53.2 55.0 56.3 60.8

300 25-29歳 4592 5167 4467 4068 3425 3131 3164 3106 3028 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 25-29歳 8798 9810 8314 7391 6537 6200 6094 5747 5425 25-29 52.2 52.7 53.7 55.0 52.4 50.5 51.9 54.0 55.8

400 30-34歳 3727 4047 4885 4309 3644 3315 3042 3101 3069 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 30-34歳 8136 8793 9795 8420 7363 6543 6210 6105 5759 30-34 45.8 46.0 49.9 51.2 49.5 50.7 49.0 50.8 53.3

500 35-39歳 2990 3269 4079 4921 4156 3738 3386 3135 3215 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 35-39歳 7829 8130 8772 9864 8362 7323 6510 6180 6076 35-39 38.2 40.2 46.5 49.9 49.7 51.0 52.0 50.7 52.9

600 40-44歳 2746 2981 3561 4468 4807 4385 3980 3626 3388 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 40-44歳 9016 7815 8112 8809 9783 8298 7270 6464 6138 40-44 30.5 38.1 43.9 50.7 49.1 52.8 54.8 56.1 55.2

700 45-49歳 2748 2647 2498 3461 4230 4451 4088 3721 3397 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 45-49歳 10630 8932 7754 8092 8721 9691 8223 7206 6410 45-49 25.9 29.6 32.2 42.8 48.5 45.9 49.7 51.6 53.0

800 50-54歳 2146 2865 2685 2685 3201 4075 4411 4052 3689 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 50-54歳 8931 10461 8828 7700 7977 8602 9563 8118 7117 50-54 24.0 27.4 30.4 34.9 40.1 47.4 46.1 49.9 51.8

900 55-59歳 1434 1703 2190 2433 2425 2976 3336 3744 3298 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 55-59歳 7962 8750 10294 8727 7544 7823 8443 9391 7976 55-59 18.0 19.5 21.3 27.9 32.1 38.0 39.5 39.9 41.4

1000 60-64歳 1586 1446 1890 2306 2615 2734 2897 3379 3595 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 60-64歳 7483 7749 8578 10113 8476 7337 7618 8231 9162 60-64 21.2 18.7 22.0 22.8 30.9 37.3 38.0 41.0 39.2

1100 65-69歳 1040 1552 1575 1909 2654 2975 2656 2932 3241 65-69歳 6402 7119 7461 8273 9715 8155 7072 7355 7958 65-69 16.3 21.8 21.1 23.1 27.3 36.5 37.5 39.9 40.7

計 33652 35519 36145 37837 37775 38274 37226 36969 35799
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「年齢・体験効果分析」による将来市場推計(3)

年齢・体験効果分析モデルによる推計

年齢・体験効果モデル 使用データ

食生活の態度_魚料理より肉料理が好きなほう 2016/12/12 16:56:31

MAIC(2) 3

総平均 MAIC(3) 3

推定値 +2σ -2σ (A) 年齢階級幅 5 歳 (1) 体験の影響を受ける最低年齢階級は「5-9」歳 MAIC(4) 5

総平均 -0.54 -0.47 -0.62 (B) 影響を受ける最低年齢 0 歳 (2) 体験の影響を受ける最高年齢階級は「40-44」歳 Age 11

(C) 表での最低年齢階級の年齢 15 歳 (3) 体験の効果は「45-49年」持続する Exp 5

年齢効果 体験効果 比率 1 2 3 4 5 6 7 8 9

年齢
年齢効果

の推定値
+2σ -2σ 時代

体験効果

の推定値
+2σ -2σ Y1995 Y2000 Y2005 Y2010 Y2015 Y2020 Y2025 Y2030 Y2035

1 15-19 0.72 0.82 0.63 1 Y1950 -0.06 0.12 -0.24 1 15-19 64.1 65.7 61.7 58.8 55.6 59.0 60.0 64.0 65.0

2 20-24 0.43 0.52 0.34 2 Y1955 0.01 0.14 -0.12 2 20-24 52.0 58.2 57.6 56.6 54.2 53.2 55.0 56.3 60.8

3 25-29 0.24 0.33 0.15 3 Y1960 -0.12 -0.01 -0.23 3 25-29 52.2 52.7 53.7 55.0 52.4 50.5 51.9 54.0 55.8

4 30-34 0.05 0.13 -0.03 4 Y1965 -0.19 -0.10 -0.29 4 30-34 45.8 46.0 49.9 51.2 49.5 50.7 49.0 50.8 53.3

5 35-39 -0.03 0.05 -0.10 5 Y1970 -0.18 -0.07 -0.29 5 35-39 38.2 40.2 46.5 49.9 49.7 51.0 52.0 50.7 52.9

6 40-44 -0.01 0.07 -0.08 6 Y1975 0.03 0.13 -0.07 6 40-44 30.5 38.1 43.9 50.7 49.1 52.8 54.8 56.1 55.2

7 45-49 -0.13 -0.05 -0.21 7 Y1980 -0.04 0.05 -0.13 7 45-49 25.9 29.6 32.2 42.8 48.5 45.9 49.7 51.6 53.0

8 50-54 -0.12 -0.04 -0.21 8 Y1985 0.05 0.15 -0.04 8 50-54 24.0 27.4 30.4 34.9 40.1 47.4 46.1 49.9 51.8

9 55-59 -0.42 -0.32 -0.51 9 Y1990 0.09 0.18 -0.00 9 55-59 18.0 19.5 21.3 27.9 32.1 38.0 39.5 39.9 41.4

10 60-64 -0.39 -0.29 -0.49 10 Y1995 0.20 0.29 0.10 10 60-64 21.2 18.7 22.0 22.8 30.9 37.3 38.0 41.0 39.2

11 65-69 -0.35 -0.23 -0.46 11 Y2000 0.07 0.16 -0.01 11 65-69 16.3 21.8 21.1 23.1 27.3 36.5 37.5 39.9 40.7

12 Y2005 0.06 0.14 -0.02 12

13 Y2010 0.09 0.18 0.00 13

14 Y2015 -0.02 0.07 -0.11 14
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年齢・体験効果分析モデル 予測出力例

体験効果の予測計算をする

市場予測結果 出力例
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